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（
米
生
延
命
）

蒼
生
（
そ
う
）
く
ん

２
０
２
０
年
11
月
26
日
生

あしばあしば

地
域
に
福
建
労
を
ア
ピ
ー
ル

地
域
に
福
建
労
を
ア
ピ
ー
ル

一
斉
宣
伝
と
福
引
ゲ
ー
ム
大
会

一
斉
宣
伝
と
福
引
ゲ
ー
ム
大
会

秋の仲間増やし月間展開中

▼
新
し
い
総
裁
の
誕
生

に
、
い
つ
も
な
ら
淡
い
期

待
も
少
し
は
あ
っ
た
の
で

す
が
、
女
性
初
の
総
理
大

臣
誕
生
で
本
当
は
所
属
政

党
が
ど
こ
で
あ
れ
若
干
の

期
待
を
す
る
の
で
し
ょ
う

が
、
高
市
早
苗
氏
ば
か
り

は
、
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
て

く
る
声
を
聴
く
だ
け
で
鳥

肌
が
た
つ
ほ
ど
恐
怖
を
感

じ
て
い
る
の
は
小
生
だ
け

で
し
ょ
う
か
？
働
い
て
、

働
い
て
、
働
い
て
、
働
い

て
貰
い
ま
す
、
総
裁
選
で

の
彼
女
の
決
意
で
す
▼
過

労
死
を
防
ぐ
た
め
に
、
よ

う
や
く
「
働
き
方
改
革
」

が
施
行
さ
れ
て
履
行
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
時
、
週

四
〇
時
間
労
働
で
生
活
で

き
る
賃
金
単
価
を
実
現
し

て
い
き
ま
す
、
と
の
決
意

が
本
当
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
金
権
腐
敗
政
治
を

正
し
て
い
き
ま
す
と
表
明

し
な
い
の
で
公
明
党
が
政

権
か
ら
離
れ
て
い
き
ま
し

た
。
高
市
氏
の
描
く
政
治

は
だ
れ
の
た
め
で
し
ょ
う

か
？
▼
参
議
院
選
挙
で
の

国
民
の
願
い
は
、
消
費
税

の
減
税
と
物
価
対
策
だ
っ

た
は
ず
で
す
。
な
の
に
所

信
表
明
演
説
で
は
、
新
た

な
安
保
３
原
則
を
見
直
し

軍
事
費
増
額
を
前
倒
し
で

実
施
す
る
と
、
社
会
保
障

費
を
削
り
、
消
費
税
減
税

ど
こ
ろ
か
新
た
な
増
税
で

賄
う
と
し
て
い
ま
す
。
一

気
に
戦
争
へ
の
道
に
ま
っ

し
ぐ
ら
で
す
▼
こ
の
暴
走

を
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
、
80
年
前
に
戻
し
た

ら
ダ
メ
で
す
。
声
を
あ
げ

ま
し
ょ
う
！
、
行
動
し
て

辞
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

仲間の団結深めて要求実現仲間の団結深めて要求実現

　　じゃんけん最強決定戦で応援した十時さんの勝利の瞬間

　

福
建
労
に
は
多
く
の
職

人
が
い
る
こ
と
を
地
域
に

ア
ピ
ー
ル
し
、
新
築
や
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
家
の
こ
と

な
ら
地
元
の
職
人
に
相
談

し
て
安
心
と
宣
伝
す
る
仕

事
お
こ
し
を
。
ま
た
、
組

合
に
未
加
入
の
仲
間
に

は
、
労
災
保
険
や
中
建
国

保
、
組
合
の
共
済
な
ど
メ

リ
ッ
ト
を
紹
介
し
て
加
入

を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
配

布
を
10
月
26
日
に
全
県
で

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
各
分
会
で
集

合
し
、
大
牟
田
支
部
で
は

１
５
０
０
０
枚
を
分
担
し

て
各
戸
配
布
し
ま
し
た
。

家
族
含
め
２
１
５
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

チ
ラ
シ
配
り
の
後
は
、

諏
訪
公
園
に
て
、
健
康

ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
。
２
・

２
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
目
標

設
定
タ
イ
ム
目
指
し
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
設
定
タ

イ
ム
は
ゴ
ー
ル
す
る
ま
で

わ
か
り
ま
せ
ん
。
参
加
者

全
員
が
完
歩
し
、
目
標
設

定
タ
イ
ム
と
５
秒
差
で
完

歩
し
た
二
人
の
船
津
分
会

の
大
橋
武
志
さ
ん
と
山
川

分
会
の
永
江
良
一
さ
ん
が

同
着
で
１
位
に
。

　

午
後
か
ら
は
拡
大
月
間

の
中
間
決
起
を
兼
ね
た
福

引
ゲ
ー
ム
大
会
を
開
催

し
、
１
０
２
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を

蹴
っ
て
的
当
て
ゲ
ー
ム
の

成
功
者
に
巨
大
メ
ロ
ン
パ

ン
の
ご
褒
美
。
失
敗
し
て

も
う
ま
か
棒
ゲ
ッ
ト
。

　

３
択
ク
イ
ズ
の
優
勝
者

は
、
瀬
高
分
会
の
板
橋
ト

シ
ヱ
さ
ん
で
し
た
。

　

じ
ゃ
ん
け
ん
最
強
決
定

大
会
で
は
、
1
回
戦
目
で

優
勝
の
南
関
分
会
の
十
時

幸
男
さ
ん
と
２
回
戦
目
優

勝
の
勝
立
分
会
の
寺
本
ト

２
１
５
人
の
仲
間

と
家
族
で
大
宣
伝

秋
の
ウ
ォ
ー
ク
キ

ン
グ
で
健
康
増
進

シ
子
さ
ん
で
勝
負
。
途
中

敗
戦
し
た
仲
間
は
、
ど
っ

ち
が
勝
利
す
る
か
予
想
し

て
応
援
。
予
想
が
当
た
れ

ば
商
品
ゲ
ッ
ト
で
き
る
の

で
応
援
に
も
熱
が
入
り
ま

す
。
最
強
者
は
、
十
時
さ

ん
で
し
た
。

　

お
待
ち
か
ね
の
福
引
大

会
の
賞
品
は
、
空
気
清
浄

機
や
巨
大
ぬ
い
ぐ
る
み
、

お
米
や
健
康
グ
ッ
ズ
な
ど

様
々
。
自
分
の
番
号
が
呼

ば
れ
る
か
ド
キ
ド
キ
で

す
。
残
念
な
が
ら
呼
ば
れ

な
か
っ
た
仲
間
は
、
柿
の

太
秋
が
お
土
産
で
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
吉
永
組
織
部
長

か
ら
「
拡
大
目
標
達
成
に

は
、
み
な
さ
ん
の
呼
び
か

け
と
紹
介
が
必
要
で
す
。

拡
大
行
動
へ
の
参
加
と
協

力
を
」
と
呼
び
か
け
秋
の

拡
大
月
間
の
中
間
決
起
を

行
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
と
福
引
大

会
で
中
間
決
起

㊤
南
関
分
会
の
集
合

㊨
大
和
分
会
の
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
㊧
歴
木
Ｂ

分
会
の
配
布
準
備

　当たればうれしい抽選会

的をめがけてボールをキック

　秋晴れの中ウォーキング
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キ
ャ
ラ
バ
ン
で
行
政
へ
要
請

石
綿
の
危
険
性
周
知
で
前
進

対象：すべての建築士（１・２級・木造）
講習：Web の動画講義（約 5時間 30 分）と修了
　　考査（40 分）。合格で終了証明と登録証交付
受講料：（新規）20,900 円、（更新）16,500 円
受講期間：2025.12.1 ～ 14（締切 11/15）
　　　　　2026.1.7 ～ 20（締切 12/15）
申込先：http://kashihoken.or.jp/inspection

（2026 年 3 月まで毎月開催され、各定員 200 人）

　宅建業法が改正され、中古住宅の売買取引時

に「建物状況調査」の説明が義務化されました。

　かし保険協会がオンライン形式で受講できる

既存住宅状況調査技術者講習を毎月開催してい

ます。オンラインのため受講期間内であれば

24 時間受講が可能です。

県
内
一
斉
に
各
界
連
と
大
宣
伝

消
費
税
廃
止
の
声
を
更
に
大
き
く

秋の拡大目標

かし保険協会主催かし保険協会主催

既存住宅状況調査技術者講習既存住宅状況調査技術者講習

秋
の
拡
大
ラ
ス
ト
一
カ
月

秋
の
拡
大
ラ
ス
ト
一
カ
月

　

じ
ん
肺
と
ア
ス
ベ
ス
ト

の
被
害
根
絶
を
め
ざ
し

て
、
「
第
36
回
な
く
せ
じ

ん
肺
ア
ス
ベ
ス
ト
キ
ャ
ラ

バ
ン
」が
全
国
で
行
わ
れ
、

10
月
８
日
に
大
牟
田
市
と

荒
尾
市
、
大
牟
田
監
督
署
、

玉
名
監
督
署
へ
要
請
を
実

施
。
弁
護
団
、
建
交
労
、

熊
建
労
、
福
建
労
か
ら
９

人
が
参
加
し
、
要
請
先
の

各
担
当
課
や
署
長

な
ど
が
対
応
し
ま

し
た
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
の

被
害
を
広
げ
な
い
取
り
組

み
と
し
て
、
市
民
や
事
業

者
へ
危
険
性
の
広
報
の
強

化
を
要
望
。
そ
し
て
、
事

前
調
査
や
ア
ス
ベ
ス
ト
の

除
去
費
用
を
国
や
建
材
企

業
へ
負
担
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
な
こ
と
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

毎
年
の
懇
談
と
要
請

で
昨
年
は
荒
尾
市
が
市
の

　

秋
の
拡
大
月
間
は
10

月
・
11
月
を
本
月
間
と
し

て
、
毎
週
木
曜
日
を
全
県

の
統
一
行
動
日
と
し
て
仲

間
訪
問
を
中
心
に
と
り
く

ん
で
い
ま
す
。

　

月
間
ス
タ
ー
ト
の
10
月

１
日
は
橘
交
差
点
、
15
日

は
唐
船
交
差
点
に
て
地
域

分
会
と
支
部
役
員
、
書
記

で
お
は
よ
う
宣
伝
を
実

施
。
11
月
１
日
は
船
津
交

差
点
、
15
日
は
瀬
高
金
栗

交
差
点
を
予
定
。

　

今
月
間
は
10
月
21
日
時

点
で
、
47
人
が
新
し
く
仲

間
に
加
わ
り
ま
し
た
。
支

部
の
目
標
は
72
人
で
す
。

　

月
間
中
は
、
毎
週
木
曜

日
を
仲
間
訪
問
行
動
日
と

し
て
、
各
分
会
で
行
動
し

て
い
ま
す
。
訪
問
し
た
仲

間
が
呼
び
か
け
て
い
た
仕

事
仲
間
が
さ
ら
に
呼
び
か

け
を
広
げ
加
入
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

「
中
建
国
保
を
従
業
員

に
も
か
け
さ
せ
た
い
」「
市

町
村
国
保
は
高
い
」
「
労

災
保
険
の
加
入
が
必
要
に

な
っ
た
」
な
ど
の
声
は
ま

だ
ま
だ
聞
か
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
ま
わ
り
の
知
人
や

仕
事
仲
間
へ
声
掛
け
を
お

ね
が
い
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
は
、
「
消
費

税
を
５
％
に
減
税
し
て
イ

ン
ボ
イ
ス
を
廃
止
せ
よ
」

と
消
費
税
廃
止
各
界
連
の

仲
間
た
ち
と
全
県
で
一
斉

に
集
会
や
宣
伝
行
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
５
団
体
15

人
が
参
加
。

　

大
牟
田
地
域
で
は
、
東

新
町
交
差
点
で
買
い
物
や

分会 目標 拡大 残り

勝立 3 0 3

米生延命 3 0 3

船津 4 3 1

松原 4 1 3

白光 3 3 0

甘木 5 1 4

歴木Ａ 2 1 1

歴木Ｂ 3 1 2

田隈 5 7 -2

橘 6 4 2

髙田 2 1 1

大和 7 6 1

瀬高 2 1 1

山川 2 0 2

南関 2 0 2

荒尾 8 3 5

事業所 11 15 -4

合計 72 47 25

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

建築物の改修に関わる建築基準法

ポイント説明会の開催
　

改
正
建
築
基
準
法
が
２
０
２
５
年
４
月

１
日
に
施
工
さ
れ
、
従
来
の
「
４
号
建
築

物
（
４
号
特
例
）
」
と
い
う
区
分
が
廃
止

さ
れ
、
「
新
２
号
建
築
物
」
や
「
新
３
号

建
築
物
」
と
い
っ
た
新
た
な
区
分
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

建
築
確
認
の
審
査
が
一
部
省
略
さ
れ
て
い

た
一
般
的
な
２
階
建
て
木
造
住
宅
の
多
く

が
「
新
２
号
建
築
物
」
に
分
類
さ
れ
、
構

造
計
算
書
な
ど
の
構
造
関
係
資
料
の
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

国
交
省
に
よ
る
建
築
基
準
法
の
基
礎
か

ら
大
規
模
修
繕
・
模
様
替
え
と
な
る
改
修

を
行
う
場
合
の
ポ
イ
ン
ト
ま
で
を
解
説
す

る
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

参加対象：設計者を含むリ

フォーム事業者、審査者等

日時：12 月 24 日

場所：福岡国際会議場

内容：①建築基準法の基本

的な事項、②既存建築物の

現況調査、③回収の際の基

準緩和

参加費：無料

定員：230 人

申 し 込 み：https://

form.run/@mx-ksknet-

dlxt0ZQCrGkv0eMRJBbG

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

周
り
の
仲
間
に
声
掛
け
を

仕
事
帰
り
の
方
た
ち
に
消

費
税
が
大
企
業
や
富
裕
層

の
減
税
に
使
わ
れ
て
い
る

現
実
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

で
零
細
な
事
業
所
が
増
税

さ
れ
て
い
る
実
情
な
ど
マ

イ
ク
で
宣
伝
し
、
消
費
税

と
イ
ン
ボ
イ
ス
を
廃
止
に

追
い
込
も
う
と
参
加
者
が

リ
レ
ー
形
式
で
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

宣
伝
が
終
わ
る
と
、
横

断
歩
道
を
待
っ
て
い
る
方

か
ら
大
き
な
拍
手
が
起

こ
っ
た
り
、
自
ら
署
名
に

協
力
す
る
方
も
い
ま
し

た
。
消
費
税
の
廃
止
を
多

く
の
方
が
望
ん
で
い
る
こ

と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。　

　

７
月
の
参
議
院
選
挙
で

野
党
は
、
消
費
税
減
税
や

廃
止
、
そ
し
て
イ
ン
ボ
イ

ス
も
廃
止
を
か
か
げ
与
党

を
過
半
数
以
下
に
追
い
込

み
ま
し
た
。
選
挙
後
の
世

論
調
査
で
も
、
75
％
の
国

民
が
消
費
税
の
減
税
や
廃

止
を
求
め
て
い
る
と
報
道

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
民

意
を
実
行
さ
せ
る
た
め
、

さ
ら
に
世
論
を
大
き
く
さ

せ
る
行
動
が
必
要
で
す
。

　

毎
月
25
日
を
中
心
に
同

じ
場
所
で
宣
伝
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
12
月
10
日
に

は
年
末
の
県
内
大
宣
伝
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
参
加
を
呼
び
か

け
ま
す
。　

広
報
誌
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の

危
険
性
に
つ
い
て
、
掲
載

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
大
牟
田
市

で
も
広
報
誌
の
中
で
ア
ス

ベ
ス
ト
を
大
き
く
取
り
上

げ
て
く
れ
る
前
進
も
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
の
キ
ャ
ラ

バ
ン
終
結
集
会
が
10
月
23

日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
、

丸
山
原
告
と
矢
野
顧
問
が

参
加
。
24
日
に
は
製
造
企

業
へ
の
抗
議
行
動
や
議
員

請
願
を
行
い
ま
し
た
。

2525
日
に
も
定
例
宣
伝

日
に
も
定
例
宣
伝

　

10
月
の
消
費
税
と
イ
ン

ボ
イ
ス
の
廃
止
を
求
め
る

定
例
宣
伝
は
、
25
日
に
午

後
３
時
か
ら
実
施
し
ま
し

た
。
田
中
税
対
部
長
が
マ

イ
ク
で
署
名
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、

社
保
協
の
宣
伝
に
も
参
加

し
ま
し
た
。

関所まつりで住宅デー
11月16日11月16日
南関分会の住宅デーを関所

祭り会場で行い、住宅相談

や包丁研ぎなど実施します

南関町役場まえ

プラカードで通行車両に呼びかけ

　　大牟田市での懇談と要請

　甘木分会の仲間も参加

マイクでなくせ消費税と宣伝

米生延命分会での仲間訪問



小
川　

綾
大 

　

鳶　

 

大　

和　

古
賀　

桂
治 

大　

和

川
野
久
米
子 

舗　

装 

大　

和　

川
野　

修
一 

大　

和

小
川　

和
博 

斫　

工 

　

橘　
　

川
野　

裕
一 

　

橘　

髙
月　

雄
哉 

配
管
工 

米
生
延
命　

田
口　

実　

 

田　

隈

馬
場
上
優
大 

土　

工 

事
業
所　

川
原　

裕　

 

事
業
所

　
　
　
　
　

 

　

鳶　

 

田　

隈　

加
藤　

真
司 

田　

隈

久
津
輪　

陸 

　

鳶　

 

田　

隈　

久
津
輪　

誠 

田　

隈

藤
丸　

美
己 

電　

工 

歴
木
Ａ　

大
石　

龍
也 

船　

津

竹
﨑　

修
平 

書　

記 

事
業
所　

事　

業　

所

坂
田　

和
弘 

舗
装
工 

船　

津　

事　

業　

所
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　自分にとって貴重な逸品や、家

族にとって世界遺産と同じくら

い大切なものなど紹介するコー

ナー。今月は甘木分会からの紹介

です。

【
坂
口
政
春
・
大
工
】

　

私
の
逸
品
は
、
父
親
か

ら
譲
り
受
け
た
「
差
し
鑿
」

で
す
。
師
匠
で
あ

る
父
親
が
ず
っ
と

使
っ
て
い
た
も
の

な
の
で
、
お
そ
ら

く
60
年
前
の
も
の

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

最
近
は
、
様
々
な
道
具

が
機
械
化
さ
れ
、
こ
の
差

し
鑿
も
使
う
頻
度
は
減
り

ま
し
た
が
、
墨
付
け
か
ら

刻
む
現
場
で
は
、
必
ず
必

要
に
な
り
ま
す
。
使
用
し

な
い
期
間
も
手
入
れ
だ
け

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
に

刃
が
薄
い
の
で
研
ぐ
に
も

技
術
が
必
要
で
す
。
ど
の

６
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日　
　
　

各
分
会

７
～
11
日　

本
宣
伝
カ
ー
運
行　
　
　

支
部
管
内

９
日
（
日
）
石
綿
特
別
教
育　
　
　
　

組
合
事
務
所

９
～
10
日　

足
場
作
業
主
任
者
講
習　

県
本
部
会
館

11
日
（
火
）
集
団
健
診
会　
　
　
　
　

米
の
山
病
院

12
日
（
水
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ　
　

歴
木
・
田
隈

13
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日　
　
　

各
分
会

15
日
（
土
）
お
は
よ
う
宣
伝　
　
　
　

金
栗
交
差
点

15
～
16
日　

人
間
ら
し
く
働
く
た
め
の
九
州
セ
ミ
ナ
ー 

大
分
市

16
日
（
日
）
住
宅
デ
ー
（
南
関
分
会
）
関
所
ま
つ
り

20
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日　
　
　

各
分
会

21
日
（
金
）
入
札
・
小
規
模
工
事
懇
談
会　

組
合
事
務
所

24
日
（
月
）
九
条
の
会
講
演
会　
　
　

大
牟
田
文
化
会
館

25
日
（
火
）
社
保
協
宣
伝　
　
　
　
　

ゆ
め
タ
ウ
ン

25
日
（
火
）
税
金
宣
伝　
　
　
　
　
　

東
新
町
交
差
点

26
日
（
水
）
支
部
パ
ソ
コ
ン
会
計　
　

組
合
事
務
所

26
日
（
水
）
Ｔ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
秋
の
学
習
会　

 
 
 
 

オ
ン
ラ
イ
ン

27
日
（
木
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
実
行
委
員
会　
　
　

新
婦
人
の
会

27
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日　
　
　

各
分
会

28
日
（
金
）
支
部
３
役
会
議　
　
　
　

組
合
事
務
所

28
日
（
金
）
新
加
入
者
教
室　
　
　
　

組
合
事
務
所

30
～
１
日　

木
建
作
業
主
任
者
講
習　

県
本
部
会
館

１
日
（
月
）
全
県
書
記
長
会
議　
　
　

県
本
部
会
館

２
日
（
火
）
支
部
執
行
委
員
会　
　
　

組
合
事
務
所

NO.23NO.23

12

月

の

行

事

予

定

入
口
に
も
見
事
な
バ
ラ
が
お
出
迎
え

父
か
ら
譲
り
受
け
た
差
し
鑿

父
か
ら
譲
り
受
け
た
差
し
鑿

マ
グ
ヒ
ラ
ン
バ

ビ
ー
マ
ラ
シ
ガ
ン

1 1

月

の

行

事

予

定

新
し
く
仲
間
が
増
え
ま
し
た

新
し
く
仲
間
が
増
え
ま
し
た

分会シリーズ分会シリーズ ２
陣
に
て
裁
判
所
が
和
解
を
打
診

２
陣
に
て
裁
判
所
が
和
解
を
打
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　毎
月
の
収
支
計
算

を
実
際
に
会
計
ソ

フ
ト
に
入
力
し
な
が
ら
の
無
料
の
パ
ソ
コ
ン
会
計
教
室

で
す
。
11
月
は
26
日
（
水
）
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
会
計
教
室　

　

九
州
で
の
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
に
お
い
て
、
10

月
２
日
に
３
陣
の
地
裁
11

回
目
、
６
日
に
２
陣
の
高

裁
２
回
目
期
日
が
行
わ

れ
、
担
当
分
会
か
ら
傍
聴

支
援
と
し
て
参
加
。

　

３
陣
地
裁
で
は
、
保
温

工
の
遺
族
か
ら
本
人
が
病

気
に
な
り
悔
し
い
思
い
を

し
て
い
た
こ
と
、
２
陣
高

裁
は
熊
建
労
の
左
官
の
原

告
が
早
期
解
決
を
う
っ
た

え
ま
し
た
。

　

２
陣
高
裁
の
裁
判
長
は

開
廷
直
後
に
東
京
と
大
阪

　

大
牟
田
市
の
令
和
２
年

７
月
豪
雨
か
ら
５
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
全
国
各
地

で
も
豪
雨
災
害
が
多
発

し
、
浸
水
の
起
き
や
す
い

地
域
で
は
不
安

の
声
が
続
い
て

い
ま
す
。
大
牟

田
市
で
は
排
水

対

策

基

本

計

画
に
基
づ
い
て

対
策
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま

す
。
街
角
ウ
ォ

ッ
チ
実
行
委
員

会
で
は
、
市
民

も
参
加
し
て
安

心
安
全
の
街
づ

く
り
を
め
ざ
そ

う
と
学
習
会
を

開
催
。
工
事
の

進
行
状
況
や
期

待
で
き
る
効
果

な
ど
、
大
牟
田

市
の
担
当
者
を

招
き
、
10
月
11

日
に
福
建
労
会
館
に
て
全

体
で
52
人
が
参
加
。

　

歴
木
地
域
は
、
御
木
中

付
近
に
上
方
の
地
域
か
ら

の
雨
水
が
集
ま
り
、
窪
地

大
工
道
具
も
大
事
で
す

が
、
特
に
引
き
継
い
だ
道

具
は
思
い
入
れ
も
あ
り
手

放
せ
ま
せ
ん
。
時
代
の
流

れ
で
使
う
手
道
具
の
種
類

も
減
り
ま
し
た
が
、
受
け

継
い
だ
技
術
を
い
つ
で
も

発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
今

後
も
大
事
に
し
て
い
き
た

い
逸
品
で
す
。

　
　

刃には縁起物

として寿と亀

の彫り物

ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
へ
引
き
続
き
支
援
を

街角ウォッチ実行委員会
安全安心の街づくり学習会

も
あ
る
こ
と
か
ら
浸
水
し

や
す
い
地
形
に
。
上
方
の

貯
水
や
窪
地
か
ら
の
排
水

路
の
新
た
な
確
保
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
説
明
。

　

田
隈
手
鎌
地
域
は
、
以

前
か
ら
浸
水
を
繰
り
返
し

て
い
る
地
域
と
し
て
、
平

成
２
年
度
か
ら
河
川
拡
幅

に
取
り
組
ん
で
い
る
経
過

が
報
告
さ
れ
、
今
後
上
流

側
ま
で
事
業
を
延
長
し
対

策
し
て
い
く
と
説
明
。

　

参
加
し
た
仲
間
か
ら

は
、
避
難
所
の
状
況
、
実

際
の
効
果
へ
の
心
配
、
側

溝
の
改
善
要
望
な
ど
質
問

今
後
、
実
行
委
員
会
と
し

て
二
つ
の
地
域
の
視
察
と

街
角
ウ
ォ
ッ
チ
を
11
月
12

日
予
定
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
み
な
さ
ん
も
参
加
で

き
ま
す
。

の
和
解
に
ふ
れ
、
福
岡
で

も
和
解
を
進
め
て
い
き
た

い
と
原
告
と
被
告
に
意
見

を
も
と
め
ま
し
た
。

　

６
日
は
裁
判
後
に
、
弁

護
士
会
館
に
て
、
第
36
回

目
と
な
る
「
な
く
せ
じ
ん

肺
ア
ス
ベ
ス
ト
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
の
福
岡
行
動
の
出
発

式
も
実
施
。

「一般競争入札・小規模工事登録」

に参加のみなさんへ（大牟田市）

懇談会のお知らせ

　大牟田市は市営住宅の管理の民間移行に続き、

令和５年度から公共施設の「包括管理業務」を導

入して民間事業者に一括委託を行っています。そ

こで工事の案内や受注条項をつかみ、公正・公平

な受注機会がどうなっているか懇談会を開催しま

す。上記制度活用の方は参加ください。

場所：組合事務所

病
気
は
早
期
発
見
が
大
事

　

秋
の
健
康
診
断
会
で
は

米
の
山
病
院
の
協
力
の
も

と
、
日
曜
日
や
夕
方
の
時

間
帯
も
設
定
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
自
分
自
身
や
家

族
の
た
め
に
も
健
康
管
理

は
重
要
で
す
。
病
気
に

な
っ
た
と
し
て
も
早
期
発

見
で
「
助
か
っ
た
」
と
い

う
声
も
よ
く
聞
か
れ
ま

す
。
今
年
度
ま
だ
受
け
て

い
な
い
方
は
、
11
月
も
11

日
（
火
）
と
30
日
（
日
）

の
予
約
が
取
れ
ま
す
。

　

必
ず
、
年
に
一
度
は
健

康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

年
に
一
度
は
健
康
診
断
を

日曜も受けれる集団検診

　２陣高裁期日の門前集会

　市の担当者から学習

1111月月2121日日（金）18（金）18時時3030分分~~
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【先月の答】　

①左から五つ目のグラスの中身の量 ②バーテン

ダーの目 ③右端のコースターの位置 ④眼鏡をかけ

ている人の手 ⑤左端の人の手の位置 ⑥右から３人

目の人の髪の長さ ⑦ピザの近くにある容器

　

７
つ
の
ま
ち
が
い
の
答
え
と
近
況
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
抽
選
で
５
名
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。
ド
シ
ド
シ
お
便
り
ま
っ
て
ま
す
。

〒
８
３
６
の
０
０
４
４
大
牟
田
市
古
町
３
の
２　
　

　
　

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部　

宛
て

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

お
め
で
と
う

閉
所
の

閉
所
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

12
月
８
日
（
月
）
は
「
九
州
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
２
陣
期
日
・
裁
判
支
援
」
に
参
加

の
た
め
事
務
所
を
閉
め
て
い
ま
す
。

【
松
田
博
子
・
白
光
】

　

今
年
の
サ
ン
マ
、
丸
々

し
て
て
脂
も
の
っ
て
て
、

美
味
し
か
っ
た
で
す
ね
。

親
せ
き
に
も
ち
米
を
頂
い

た
の
で
栗
お
こ
わ
に
し
ま

し
た
。
秋
の
味
覚
を
満
喫

中
。

【
浦
清
美
・
橘
】

　

や
っ
と
す
ず
し
く
な
っ

て
来
ま
し
た
ね
。
毎
朝
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
主
人
と
二

人
で
行
く
の
が
楽
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。

【
黒
肥
地
聖
子
・
荒
尾
】

　

や
っ
と
夏
が
終
わ
り
ま

し
た
。

　

す
ご
し
や
す
く
は
な
り

ま
し
た
が
、
今
度
は
台
風

の
心
配
で
す
。
テ
レ
ビ
で

は
も
う
御
節
料
理
の
予
約

の
宣
伝
が
あ
っ
て
い
ま
す

が
、
平
穏
に
正
月
を
迎
え

ら
れ
る
と
い
い
ナ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
月
の
マ
チ

ガ
イ
探
し
は
７
つ
目
に
苦

労
し
ま
し
た
。
難
し
く

な
っ
て
ま
せ
ん
？

☆
中
川
原　

斗
翔
く
ん

☆
中
川
原　

斗
翔
く
ん

　
　
　

　
　
　

 

　

（
と
わ
）

　

（
と
わ
）

　
　
　

９
月

　
　
　

９
月
2020
日
誕
生

日
誕
生

　

甘
木
分
会

　

甘
木
分
会

　
　

中
川
原
健
斗
さ
ん

　
　

中
川
原
健
斗
さ
ん

登録建築大工

基幹技能者講習

日時：1月 18・19日　
場所：県本部会館
受講料：44,000

講習会について

日時：11月30日（日）　　
　　　～12月1日（月）　
場所：県本部会館
受講料：15,000円

木造組立・作業主任者

☆
東
山　

優
楽
ち
ゃ
ん

☆
東
山　

優
楽
ち
ゃ
ん

　
　
　

　
　
　

 

（
ゆ
ら
）

（
ゆ
ら
）

　
　
　

９
月

　
　
　

９
月
2424
日
誕
生

日
誕
生

　

南
関
分
会

　

南
関
分
会

　
　

東
山　

翼
さ
ん

　
　

東
山　

翼
さ
ん

※裏面は３枚とも同じです

が、できれば仕事や生活の厳

しい現状も書いてください。

※
●
●
に
県
名
を
。
▲
▲
に
は
職
種
（
大
工
、

左
官
、
土
木
工
、
と
び
、
電
工
、
配
管
工
な
ど
）

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

８

財
務
省　

主
計
局
主
計
官

　
　
　
　
　

厚
生
労
働
係　

殿

１００

財
務
省　

主
計
局
次
長　

殿

８１００ ８１００ ０４９

財
務
省　

主
計
局
長　

殿

千
代
田
区
霞
が
関
３
の
３
の
１

裏

表
　

ハ
ガ
キ
要
請
は
、
春
の
３
枚
を

厚
生
労
働
省
、
秋
の
３
枚
は
財
務

省
を
中
心
に
予
算
獲
得
の
た
め
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ハ
ガ
キ
要
請
は
、
国
保
組

合
へ
の
予
算
獲
得
だ
け
で
な
く
、

全
建
総
連
で
要
求
し
て
い
る
建
設

産
業
で
働
く
私
た
ち
に
関
連
す
る

３３３３枚枚

財務省への要請で社会保障を守ろう財務省への要請で社会保障を守ろう
私たち建設労働者に関する
　全ての予算獲得の力です

ひとり３枚書いて

班長や分会、 または

組合事務所に出してね

☆
河
野　

柊
奈
ち
ゃ
ん

☆
河
野　

柊
奈
ち
ゃ
ん

　
　
　

　
　
　

 

（
し
ゅ
な
）

（
し
ゅ
な
）

　
　
　

９
月

　
　
　

９
月
1919
日
誕
生

日
誕
生

　

松
原
分
会

　

松
原
分
会

　
　

河
野
駿
太
朗
さ
ん

　
　

河
野
駿
太
朗
さ
ん

◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆

様

々

な

予

算
、
そ
し
て

社
会
保
障
全

体
を
守
る
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ

て
全
組
合
員
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
組
合
員
１
人
ひ
と
り
が
自
ら

書
い
た
文
字
や
心
か
ら
訴
え
る
文

面
と
数
が
、
担
当
官
の
心
を
揺
り

動
か
し
ま
す
。
必
ず
３
枚
を
班
や

分
会
、
ま
た
は
組
合
へ
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
だ
出
し
て
い
な
い
方
は

必
ず
３
枚
書
い
て
提
出
を

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
40
周
年
記
念
講
演

戦
後
80
年
九
州
・
沖
縄
の
平
和

　

戦
後
80
年
と
大
牟
田
市

の
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市

11 月 24 日

大牟田文化会館

宣
言
40
周
年
の
節
目
の
年

に
、
九
州
・
沖
縄
で
の
有

事
の
際
の
住
民
避
難
計
画

等
の
現
状
を
知
り
、
こ
れ

か
ら
の
恒
久
平
和
を
求
め

市
民
と
と
も
に
考
え
ま

す
。
沖
縄
タ
イ
ム
ス
の
編

集
委
員
で
主
に
差
別
や
基

地
問
題
を
取
材
す
る
阿
部

岳
さ
ん
を
講
師
に
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 （小ホール）

14 時開会

チケットは組合事務所まで

月曜日
振替休日

講師の阿部岳さん

　

今
回
の
秋
の
山
登
り

は
、

宮

﨑

県
・

大

分

県
・
熊
本
県
に
跨
り
、
日

本
百
名
山
の
一
つ
で
も

あ

る

祖

母

山

（
１
７
５
６
・
４

ｍ
）
に
10
月
18
日
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

北
谷
登
山
口
を
ス
タ
ー

ト
し
千
間
平
コ
ー
ス
を
頂

上
ま
で
５
・
３
Km
の
道
の

り
で
す
。
紅
葉
が
始
ま
る

前
で
し
た
が
、
色
々
な
草

花
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

す
。
３
・
５
時
間
を
か
け

頂
上
に
到
着
し
昼
食
タ
イ

ム
に
。
コ
ン
ロ
を
持
参
し

た
仲
間
か
ら
ス
テ
ー
キ
や

餃
子
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
が

ふ
る
ま
わ
れ
ラ
ン
チ
を
楽

祖
母
山
へ
秋
の
登
山

祖
母
山
へ
秋
の
登
山

し
み
ま
し
た
。

　

下
り
は
、
風
穴
コ
ー
ス

へ
。
登
り
と
違
い
、
急
な

斜
面
が
多
く
梯
子
や
ロ
ー

プ
を
駆
使
し
て
下
り
ま

す
。
ま
た
、
巨
大
な
岩
の

隙
間
か
ら
冷
た
い
風
が
通

り
抜
け
る
風
穴
を
見
た
り

と
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
感
が

満
載
で
し
た
。

全
行
程
７
時
間
と
長
丁

場
で
し
た
が
自
然
を
満
喫

で
き
る
山
登
り
で
し
た
。

帰
り
道
に
温
泉
に
つ
か
り

１
日
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し

た
。

無事頂上に到着して記念撮影

☆
吉
田　

榎
ち
ゃ
ん

☆
吉
田　

榎
ち
ゃ
ん

　
　
　

　
　
　

 

（
え
の
）

（
え
の
）

　
　
　

８
月

　
　
　

８
月
2929
日
誕
生

日
誕
生

　

荒
尾
分
会

　

荒
尾
分
会

　
　

吉
田　

光
汰
さ
ん

　
　

吉
田　

光
汰
さ
ん


